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文化芸術交流論(2000063)

文化芸術交流論(70103)
吉岡隆之　紙村徹
前期 2  選択
集中

■授業の目標・概要
（概要）文化芸術は、人々の創造性をはぐくみ、その表現力を高めるとともに、人々の心のつながりや相互に理解し尊重し合う土

壌を提供し、多様性を受け入れることができる心豊かな社会を形成するものであり、世界の平和に寄与するものである（文化芸術

振興基本法前文より）。以上の観点に立ち、本講義では、世界各地や日本の地域社会での文化・芸術を介した研究・交流の実践例

を取り上げ、その意義とあり方について考察し、文化・芸術を介した研究・交流を通して人類・社会に貢献する方策を模索する。

 

（単位認定者／吉岡隆之） 

（オムニバス方式／全15回） 

（紙村 徹／5回）世界各国や日本の地域社会での文化を介した研究・交流の実践例について、自らが行ってきた研究や交流も含め

、実践的観点から、視聴覚教材、資料なども用いて紹介し、その意義とあり方について、自身の経験も踏まえて考察する。 

（吉岡隆之／5回）自らが行ってきた世界各国や日本の地域社会での「癒しの感性の芸術フィーリングアーツ」による文化芸術交

流の実践例を、ビデオ教材、資料などにより紹介し、自身の経験も踏まえて、心の豊かさやについて「癒し」「感性」「創造性」

「共生」の観点から考察する。 

（紙村 徹、吉岡隆之／5回）授業内容を踏まえ、受講者の文化や芸術を介した研究・交流に関する体験や考え方を共有し、文化・

芸術を介した交流を通して人類・社会に貢献する方策について、議論することにより模索する。

■学習の到達目標
１．世界各地や日本の地域社会での文化や芸術を介した研究・交流の実践例を学び、文化を介した研究・交流の意義とあり方につ

いて理解する。 

２．文化や芸術を介した研究・交流を通して人類・社会に貢献する方策について、自身や他の人の経験をふまえて考察する。

■授業方法・形式
基本的には講義形式で授業を進めるが、理解を深めるために一部、演習やグループワークなども取り入れる。適宜、デジタル教材

等による授業もおりまぜて行う。また、毎回、授業内容に関する小課題の提出を求める。授業内容に関する積極的な意見の発表、

発言などを奨励する。

■授業計画
第 1回　世界各地の文化を介した研究・交流の実践例①（紙村） 

第 2回　世界各地の文化を介した研究・交流の実践例②（紙村） 

第 3回　世界各地の文化を介した研究・交流の実践例③（紙村） 

第 4回　世界各地の文化を介した研究・交流の実践例④（紙村） 

第 5回　世界各地の文化を介した研究・交流の実践例⑤（紙村） 

第 6回　文化や芸術を介した研究・交流の意義とあり方について①（紙村・吉岡） 

第 7回　文化や芸術を介した研究・交流の意義とあり方について②（紙村・吉岡） 

第 8回　文化や芸術を介した研究・交流に関する考え方（紙村・吉岡） 

第 9回　文化や芸術を介した研究・交流を通した地域貢献（紙村・吉岡） 

第10回  文化や芸術を介した研究・交流を通した国際貢献（紙村・吉岡） 

第11回　地域社会での「癒しと感性の芸術フィーリングアーツ」による文化芸術交流の実践例（吉岡） 

第12回　世界各国での「癒しと感性の芸術フィーリングアーツ」による文化芸術交流の実践例（吉岡） 

第13回　心の豊かさについて①：「癒し」「感性」「創造性」（吉岡） 

第14回　心の豊かさについて②：「共生」（吉岡） 

第15回　文化芸術交流と人類・社会貢献に関する考察（吉岡） 

※担当者の都合により、各回の順番を変更することがある。

■成績評価の基準
授業への取組（積極的発言、発表など）50％、課題（レポート、小課題）50％

■準備学習・復習及び授
毎回、授業終了時に、授業内容に関する小課題及び次回の授業内容に関する小課題を課し、自己学習（復習・予習）を促す。小課

題は次回授業開始時に提出する（一部、自主的な発表を求める）。

■履修上のアドバイス及
できる限り授業内容に関する受講学生の意見を聞きながらすすめたいと思うので、積極的に自らの意見を述べていただきたい。ま

た、自己学習を重視する。（紙村・吉岡）

■教材・教科書
特定のテキストは使用せず、授業内容に関する資料等を配付する。

■参考書
参考図書、参考文献等については適宜、情報を提供する。


